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感染症対策に全力！！
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新型コロナウイルスは世界中に感染が拡大しており、多くの人々が苦しんでいます。
日本では去る4月7日に改正新型インフルエンザ等対策特別措置法第32条第1項の規定に
基づき、緊急事態宣言が発出されました。これにより日本全国で営業休止や時間短縮、
自宅でのリモートワーク等、多くのご不便を国民の皆様にお願いをすることとなりま
した。国会では、アビガンを筆頭に感染症対策の為の医薬品の迅速な認可、10万円の
定額給付金、一定の売上が減少した企業や個人事業主への持続化給付金、雇用を確保
するための雇用調整助成金など広範な政策決定と実施に向けて議員が動いております。

☆誰しもが経験したことのない緊急事態において

☆積極的な政策提言を実施！
緊急事態宣言にともなう各業界での自粛は、

柏市・我孫子市の経済に大変な悪影響を与えて
います。国は令和2年度の第一次補正予算から
持続化給付金や定額給付金を支給しましたが、
県や市のレベルでも大抵「財政調整基金」と
いった積立金があります。
今回のような緊急事態では、苦境に立つ市民

の為、あらゆる可能性にチャレンジすべきであ
ることから、私から市でも独自の支援策を市民
に実施すべきことを、柏市議会の最大会派「柏
清風」に提案し、柏市の議会でも中小企業に向
けた支援策が決定しました。

三密（集団で・近くに・閉じた環境）を避けるため、日本全国で様々なご不便を
国民の皆様にお掛けすることになりましたが、これは感染拡大を防ぐ観点から重要
であり、国民が一丸となり感染症に立ち向かっていかねばなりません。今後も、沈
静化するまでご不便をお掛け致しますが、ご協力を宜しくお願い致します。国会で
は議員本会議を出席とテレビ出席の2グループに分けて、密接空間とならないよう
に対策を取っており、自民党でも会議室に集まらないで、ネットを使った通信会議
にするなど、これまでになかった試みを実施してきました。
医療従事者の皆様、感染症対策専門家の皆様、各省庁関係機関の皆様が不眠不休

の体制で患者のため、感染症抑制の為にこの瞬間にも奮闘をされております。私も
心から感謝を申し上げるとともに、国会での審議を通じた政策立案で皆様の頑張り
にお応えして参りたいと存じます。

【柏市での事例HP】

市民への助成策については、我孫子市からも星野
市長・市議より私に相談があり、同様の施実施を市
議会で決定しております。
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☆不妊治療関する費用を保険適用に！

不妊治療に関して、患者支援・情報発信さらには政策提言といった幅広い活動をさ
れているNPO法人「Fine」の皆様から不妊治療に関する法整備と患者負担の大きい現在
の治療環境の改善を以前から要望を受けていました。多くの自民党の仲間の国会議員
と連携を行い、今月半ばに議員連盟を立ち上げる段階にまでこぎ着けました。この新
議連では、7月の「骨太の方針：来年度予算に関する基本的な方針」に不妊治療に関す
る保険適用を盛り込み、8月の概算要求にも来年度の予算に盛り込むことなど、まさに
日本の不妊治療の分野に関する新時代を切り拓いて参る所存であります。不妊治療に
取り組む人々に少しでも早く幸せが届くように、政府・自民党に対しても、この議論
を特に政策の目玉として訴えてまいりたいと思います。

☆個人事業主・中小零細企業の皆様を支援！

新型コロナによる景気悪化に対し、国は持続化給付金、
定額給付金など多彩なメニューを提示しております。
これまでも、櫻田事務所にも多くのお問合せを頂きご意見
をお伺いしております。まずは、櫻田事務所まで是非、
お気軽にお問合せをいただければと思います。

（写真右：柏市内の個人事業主へ秘書がヒアリング訪問）

不妊治療に関する問題については、以前から多くの
国会議員と協議を実施してきました。不妊について
は、治療を行うにあたり、費用、時間・治療の信頼
性、社会的な理解など、諸外国に比べて、日本では
高いハードルが存在するのが実情です。折角の高い
医療技術を持ちながら、法制度や社会の理解が不足
することで、治療が進まない現状を問題意識を持っ
て検討を重ねてきました。


